
伊東市民病院で
ございます。
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新しいCT 装置を導入しました
奨学金制度、あります。
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新型コロナワクチン集団接種
を実施しました

病院理念：市民の生命と健康と生活を守り地域発展に寄与します
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令
和
３
年
７
月
３
日
（
土
）、
そ
の
日
も
雨
が
降
り
続
い
て
い
ま
し
た
。

ラ
イ
ン
の
着
信
音
が
鳴
り
、「
網
代
で
土
砂
崩
れ
で
す
」
と
い
う
通
知
が

届
き
ま
し
た
。『
あ
あ
、
１
３
５
号
線
が
通
行
止
め
に
な
る
か
な
』
と
思

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
１
時
間
後
に
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
で
家
や
車
が

土
石
流
で
押
し
流
さ
れ
る
伊
豆
山
の
映
像
を
見
た
こ
と
と
、
国
際
医
療
福

祉
大
学
熱
海
病
院
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
長
か
ら
病
院
災
害
対
策
本
部
を
設
立
し
災

害
対
応
モ
ー
ド
に
入
る
と
連
絡
あ
っ
た
こ
と
で
、
状
況
が
甚
大
で
あ
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
私
は
、
た
だ
ち
に
当
病
院
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
（
医
師
、

看
護
師
、
業
務
調
整
員
で
構
成
さ
れ
る
、
災
害
時
に
活
動
す
る
医
療
チ
ー

ム
）
に
出
動
待
機
す
る
よ
う
一
斉
連
絡
し
ま
し
た
。
ほ
ど
な
く
県
庁
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
調
整
本
部
か
ら
正
式
に
「
待
機
要
請
」
を
受
け
ま
し
た
。

待
機
す
る
こ
と
二
日
が
経
過
し
、
７
月
５
日
（
月
）
午
前
11
時
、
「
１

時
間
後
に
熱
海
保
健
所
へ
参
集
し
て
く
だ
さ
い
」
と
連
絡
を
受
け
当
病
院

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
は
た
だ
ち
に
出
動
し
ま
し
た
。
１
時
間
後
熱
海
保
健
所
内
の

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動
拠
点
本
部
に
到
着
し
、「
避
難
所
ホ
テ
ル
内
の
避
難
者
の

状
況
を
調
査
す
る
」
任
務
を
受
け
避
難
所
ホ
テ
ル
に
向
か
い
ま
し
た
。
避

難
者
の
な
か
に
、
補
聴
器
が
な
く
な
り
館
内
放
送
を
聞
き
取
れ
な
い
方
、

杖
や
歩
行
器
が
流
さ
れ
て
部
屋
か
ら
出
ら
れ
な
い
方
が
い
る
こ
と
が
わ
か

り
、
静
岡
県
保
健
師
、
熱
海
市
保
健
師
と
チ
ー
ム
を
つ
く
り
こ
の
方
々
の

対
応
に
当
た
る
計
画
を
た
て
ま
し
た
。

７
月
７
日
（
水
）、
２
回
目
の
出
動
、
こ
の
日
は
災
害
救
助
現
場
で
救

出
者
の
確
認
と
炎
天
下
で
腰
ま
で
土
砂
に
埋
も
れ
な
が
ら
活
動
す
る
救
助

隊
員
（
他
県
か
ら
の
警
察
、
消
防
・
救
急
と
自
衛
隊
）
の
健
康
管
理
ア
ド

バ
イ
ス
が
任
務
で
し
た
。
そ
の
後
３
回
の
出
動
が
あ
り
、
隊
員
は
そ
れ
ぞ

れ
熱
海
保
健
所
と
避
難
所
ホ
テ
ル
に
分
散
し
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
こ

の
こ
ろ
に
は
熱
海
市
医
師
会
、
熱
海
保
健
所
、
熱
海
市
役
所
を
中
心
に
さ

ま
ざ
ま
な
職
種
の
支
援
部
隊
が
活
動
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
り
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

は
徐
々
に
業
務
を
引
き
継
ぎ
、
７
月
20
日
（
火
）
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
熱
海
保
健

所
か
ら
撤
収
し
ま
し
た
。

今
日
で
も
続
い
て
い
る
被
災
者
の
み
な
さ
ま
の
ご
不
便
と
ご
心
労
を
こ

こ
ろ
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

熱海市伊豆山土砂災害におけるDMATの活動
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熱海保健所内で県庁本部とWeb会議を行っている場面



当
病
院
で
は
、
６
月
と
７
月
の
土
日
に
、
伊
東
市
主
導
の
も
と
、

２
階
の
ホ
ス
ピ
タ
ル
モ
ー
ル
に
て
高
齢
者
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
集
団
接
種
を
実
施
し
ま
し
た
。

正
面
玄
関
を
入
っ
て
す
ぐ
に
受
付
と
な
り
、
整
列
エ
リ
ア
を
経
て

順
に
待
合
通
路
で
問
診
票
の
事
前
チ
ェ
ッ
ク
を
し
、
診
察
室
で
医
師

の
問
診
を
受
け
た
ら
向
か
い
の
診
察
室
へ
移
動
し
て
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
、
通
路
に
戻
っ
て
「
接
種
完
了
」
の
事
務
手
続
き
を
終
え
、
待
合

用
の
長
椅
子
で
15
～
30
分
の
経
過
観
察
を
し
て
帰
宅
、
と
い
う
流
れ

で
進
め
ま
し
た
。

集
団
接
種
日
前
日
の
通
常
診
療
終
了
後
に
、
会
場
の
設
営
を
含

め
、
各
部
門
の
担
当
職
員
同
士
で
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
と
確
認
が
行

わ
れ
、
当
日
も
休
日
出
勤
で
対
応
し
ま
し
た
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
接
種
に
来
ら
れ
た
方
か
ら
、「（
受
付
か
ら
）

終
わ
り
ま
で
早
か
っ
た
よ
、
す
ぐ
終
わ
っ
て
よ
か
っ
た
」
な
ど
の
お

言
葉
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

高
齢
者
集
団
接
種
は
、
６
月
12
日
・
13
日
・
19
日
20
日
の
第
１
回
目

接
種
と
、
７
月
３
日
・
４
日
・
10
日
11
日
の
第
２
回
目
接
種
の
計
８

日
間
で
、
延
べ
６
３
０
０
人
超
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
終
え
ま
し
た
。

加
え
て
当
病
院
で
は
、
６
月
と
７
月
の
平
日
水
曜
日
・
木
曜
日
に

も
病
院
１
階
の
講
堂
を
使
用
し
た
集
団
接
種
も
行
っ
て
お
り
、
延
べ

１
０
８
０
人
の
接
種
を
実
施
し
、
合
計
で
７
３
８
０
人
以
上
の
高
齢

者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
伊
東
市
の
新
型
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
に
協
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

新型コロナワクチン集団接種を実施しました



〒414-0055　静岡県伊東市岡196-1 　TEL:0557-37-2626

http://www.ito-shimin-hp.jp/ 伊東市民病院

こ
の
た
び
伊
東
市
民
病
院
で
は
Ｃ
Ｔ
装
置
２
台
の
う
ち
１
台
を
更
新
し
ま

し
た
。

新
し
く
導
入
し
た
Ｃ
Ｔ
装
置
は
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
社
製
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
．

Ｇ
ｏ
．
Ｔ
ｏ
ｐ
で
す
。

今
回
導
入
し
た
Ｃ
Ｔ
装
置
は
更
新
前
の
装
置
よ
り
も
大
き
く
被
ば
く
を
減

ら
す
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
搭
載
さ
れ
た
最
新
技
術
を
用
い
る
こ
と
で
、
撮

影
部
位
に
よ
っ
て
は
さ
ら
に
30
％
程
度
被
ば
く
を
減
ら
す
こ
と
も
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
健
診
胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
精
密
検
査
で
必
要
と

さ
れ
る
放
射
線
量
の
10
％
程
度
で
撮
影
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
患
者
様

一
人
ひ
と
り
の
体
格
や
検
査
内
容
に
合
わ
せ
て
適
切
な
撮
影
線
量
を
設
定

し
、被
ば
く
低
減
し
つ
つ
良
質
な
画
像
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
造
影
剤
を
使
用
し
た
検
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
以
前
よ
り
も
造
影

剤
の
使
用
量
を
30
％
程
度
少
な
い
量
で
検
査
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
更
新

前
の
装
置
よ
り
も
柔
軟
な
調
整
が
可
能
と
な
り
、
造
影
剤
使
用
量
を
低
減
で

き
る
こ
と
で
体
に
負
担
の
少
な
い
検
査
が
可
能
で
す
。
特
に
高
齢
の
患
者
様

や
腎
機
能
が
低
下
し
た
患
者
様
に
対
し
て
も
有
用
で
す
。

装
置
導
入
に
伴
い
、
患
者
様
が
安
心
し
て
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
今
後
も
よ
り
よ
い
医
療
画
像
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

伊
東
市
民
病
院
で
は
、
看
護
学
校
に
在
学
す
る
学
生
へ
の
学
費
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、

奨
学
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
生
活
で
の
経
済
的
な
不
安
を
解
消
し
有
意
義
で

充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格
：
看
護
学
校
に
在
学
中
ま
た
は
入
学
試
験
合
格(

入
学
確
定)

者
で
、
卒
業
と

　

同
時
に
当
病
院
に
職
員
と
し
て
従
事
す
る
意
思
の
あ
る
方
と
な
り
ま
す
。

　

入
学
す
る
学
校
が
決
ま
っ
て
い
れ
ば
、
入
学
前
の
応
募
も
可
能
で
す
。
学
校
の
指
定
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

■
貸
与
金
額
：
月
額
７
万
円
で
す
。
入
学
し
た
と
き
か
ら
、
在
学
す
る
最
短
修
業
年
限
の

　

終
期
ま
で
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
年
度
途
中
に
貸
与
を
希
望
す
る
場
合
は
、
そ
の
年
度

　

の
４
月
か
ら
貸
与
開
始
と
な
り
ま
す
。

■
奨
学
金
の
返
済
：
原
則
、
貸
付
金
を
返
還
す
る
事
由
が
生
じ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月

　

か
ら
１
か
月
以
内
に
、
返
還
す
べ
き
額
の
金
額
を
返
還
と
い
た
し
ま
す
。

■
返
還
の
免
除
：
看
護
学
校
卒
業
後
、
直
ち
に
当
病
院
の
職
員
と
な
り
、
奨
学
金
の
貸
与
を

　

受
け
た
期
間
の
１
・
５
倍
の
日
数
を
勤
務
し
た
場
合
は
、
貸
与
額
の
全
額
が
返
還
免
除
と

　

な
り
ま
す
。(

給
与
面
は
他
職
員
と
同
じ
条
件
で
の
勤
務
で
す)

■
応
募
方
法
：
お
電
話
に
て
連
絡
の
う
え
、
応
募
書
類
を
ご
送
付
く
だ
さ
い
。

■
応
募
書
類
：
履
歴
書(

写
真
添
付)

・
貸
与
願
い
・
在
学
証
明
書

■
送
付
先
：
〒
４
１
４
ー
０
０
５
５
静
岡
県
伊
東
市
岡
１
９
６
ー
１

　
　
　
　
　

伊
東
市
民
病
院 

総
務
課

■
選
考
方
法
：
面
接
選
考(

本
人
・
保
護
者)

に
て
決
定
い
た
し
ま
す
。

募
集
は
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
：
総
務
課　

☎
０
５
５
７
ー
３
７
ー
２
６
２
６

奨
学
金
制
度
、
あ
り
ま
す
。

Ｃ
Ｔ
装
置
を
更
新
し
ま
し
た


